
　　　　
　　　　
　　　　

（月２回）
≪ビューティフルライフ≫
カット・カラーなど施設
内で（要予約）
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日用品の注文

「やまぶきの花」
グローバルライフ生石にて

私
達
は
、
入
居
さ
れ
た
方
々
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
尊
厳
を
大
切
に

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

「
や
ま
ぶ
き
」
を
通
じ
て
皆
様
の

活
々
と
し
た
暮
ら
し
、
山
吹
色
に

輝
く
笑
顔
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
や
ま
ぶ
き
」
は
、
春
に
咲
く
可
憐
な
花
で
す
。
花
言

葉
は
、
「
崇
高
」、
「
気
品
が
高
い
」
で
す
。

大分市大字生石37番地の7

デイリー

ヤマザキ

●

～ お知らせ ～
『グローバルライフ生石』では、入居者様および入居を検討される方に『入居契約書』

『重要事項説明書』等をいつでも閲覧できるよう、1Ｆエントランスに備え付けており、また
ホームページ上にも公開しております。

めがね・補聴器

（月１回）
≪ヤノメガネ≫
メガネや補聴器の購入か
ら修理等

（火・金よう日）
≪重石百貨店≫
身の回りの日用品を配達
していただけます

臼杵城址公園にて

新入職員に
よる答辞

記念写真
撮影

ご
挨
拶

季
節
は
春
、
桜
花
爛
漫
の
季
節
の
中
で
四
月
一
日
に
入
社
式
を
と

り
行
い
、
新
た
に
２
名
の
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。
新
卒
者
の
採
用
は

例
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
私
も
喜
び
と
緊
張
感
を
持
っ
て
当

日
を
迎
え
た
次
第
で
す
。

新
年
度
を
迎
え
、
当
社
は
よ
り
労
働
環
境
を
充
実
を
す
る
こ
と

で
、
職
員
の
定
着
化
と
職
員
の
資
質
の
向
上
を
は
か
り
、
皆
様
に
提

供
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
四
月
十
三
日
に
は
家
族
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
入
居
者
の
ご
家
族
の
皆
様
に
、
会
社
と
施
設
の
状
況
に
つ

い
て
ご
報
告
し
、
施
設
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
場
で
す
。

私
ど
も
は
入
居
者
様
の
ニ
ー
ズ
を
ご
家
族
と
職
員
と
で
共
有
し

な
が
ら
、
共
に
悩
み
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
希
望
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
み
ん
な
の
「
気
づ
き
の
心
」で
、
ご
入
居
者
の
皆
様
を
支
え
て

い
け
る
。
そ
ん
な
施
設
づ
く
り
を
今
後
と
も
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。『

入
居
者
が
主
人
公
、
徹
底
し
て
介
護
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
』こ

れ
が
す
べ
て
で
あ
り
ま
す
。

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
生
石

施
設
長

平
野
修
一

パン移動販売

（毎週火曜日 11:30頃）
≪白いブランコ≫

1階 玄関前にて販売

サ
ク
ラ
開
花

辻
馬
車
の
音

軽
や
か
に
正
美

国
東
は

仏
を
抱
き

山
笑
う

美
登
里

里
の
子
は

道
草
上
手

山
笑
う

新

小
米
花

崖
を
埋
め
て

滝
と
な
る

太
郎

山
笑
う

近
道
を
し
て

迷
ひ
を
り

球
石

《
入
居
者
句
会
三
月
一
五
日
開
催

》

大分県信用組合本店様より、車椅
子2台を寄贈して頂きました。

３月１９日、多目的ホールにて、
本店営業部 部長 穴見様他二名様ご
出席のもと、贈呈式を行いました。

今回寄贈頂きました車椅子を大切
に使用させて頂きたいと思います。
ありがとうございました。

～～編集後記～～

寒い日が続いた２月から一転、３月は突如春の暖かさとなり、体調を崩された方も多いのではないでしょうか。

桜も早々に開花し、４月に予定をしているお花見行事を心配しましたが、 満開を迎え、肌寒い日が続いた為、

長い間楽しむことが出来たのではないでしょうか。たわわに花を咲かせた満開の時が何よりも美しいですが、満

開を過ぎ、はらはらと花びらが風に舞う様、また花びらが地面を覆い絨毯を作る様・・・見ごろを過ぎても私たちを

楽しませてくれる桜、だからこそ、この季節を待ちわび、桜を見ると温かな気持ちになるのだなと実感しました。

久しぶりの遠出に大丈夫かな？と心配しましたが、皆さんの溢れんばかりの笑顔を見て不安も和らぎ、「楽し
かったよ、また行こうね」の言葉に助けられました。 来月ドライブに行く頃には、青々とした緑の葉を風に靡かせ、

また違った姿を見せてくれているでしょう。

生活相談員 松井優美

平成２５年度

入社式

＜志高湖にて撮影＞


